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  ご使用になる前に必ずお読み下さい 

本マニュアルにはジースケーラ（以降Ｇスケーラと言う）を正しく安全に使用して頂くための重要な内容が記述されています。 

本マニュアルをよくお読みいただき、Ｇスケーラの正しい取扱方法と機能を十分に理解してご使用頂きますようお願いします。 

 

標記について 

  本マニュアルではＧスケーラを正しく使用していただくために、重要な注意事項を次のような標記で記載しています。 

  ここで示す注意事項は安全に関する重要な内容を記載しています。 

  標記の意味は次のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

＜設計において＞ 

  ●Ｇスケーラに供給する電源の故障やＧスケーラ本体の故障及び誤動作の場合、Ｇスケーラも含めた装置全体が安全側に動作するよう 

   Ｇスケーラの外部にて安全回路を設けて下さい。誤入力／誤出力／誤動作による事故の恐れがあります。 

   ① 緊急停止回路などの保護回路、機械装置自身の破壊防止用位置リミットのインターロック回路などはＧスケーラの外部で回路を 

     構成して下さい。 

   ② Ｇスケーラはプログラムの暴走を感知した場合、動作を停止します。 

また入出力部分の異常時には、入出力部が予想できない動きとなる可能性があります。 

     このような異常が発生した場合でも機械装置が安全側に動作するようＧスケーラの外部に安全回路や機構を構成してください。 

   ③ Ｇスケーラの出力はトランジスタやリレーを使用しています。故障によっては出力がＯＮまたはＯＦＦを継続することがあります。 

     その出力信号が事故に繋がるような場合は、外部で監視できる回路を構成して下さい。 

  ●Ｇスケーラは宇宙機器、航空機器、原子力機器、基幹通信機器、生命維持に関わる医療機器などの極めて高度な安全性／信頼性／精度 

   が求められる機器への使用を目的に設計・製造されたものではありません。 

  ●Ｇスケーラは防災機器、安全装置、搬送機器、生命の維持に関わらない医療機器などの高い信頼性／安全性／精度が求められる機器 

   へ使用する場合は、装置に組み込まれる機器全般として冗長設計や誤作動防止などの安全設計を施す必要があります。 

●Ｇスケーラは外部からの入力と関係なく任意に出力信号を出力させる事ができる「テストモード」があります。本来の使用目的は 

   装置との信号の取り合いの確認や試運転時に使用することを目的に実装されている機能です。この機能は装置稼動中に不当な操作に 

より人的・物的損害を発生させる恐れがあります。 

●Ｇスケーラ／タイプ１以外は任意に出力させる事の出来ない故障信号が出力されています。Ｇスケーラが故障感知時及び 

「テストモード」時に故障信号がＯＮとなります。未然に誤操作を防ぐ機能として、Ｇスケーラを装置に組み込む時は必ずこの 

故障信号を使用した外部のインターロック回路などの保護回路を構成して下さい。 

●Ｇスケーラ／タイプ１はスケーリング機能、表示機能および位置データ出力に限定した設計のため、故障信号の出力がありません。 

 装置稼動中に操作者の不当な「テストモード」操作により位置データ出力が変化することにより人的、物的損害が発生する 

恐れがあります。 

●設定値の書き換え可能回数を守って下さい。書き換え可能な回数を上回って使用した場合、設定値が記憶されていない恐れがあります。 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重症を負う内容や 

重大な物的損害が発生する内容を示します。 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が障害を負ったり、物的損害が 

発生する可能性を示します。 
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 ＜取り扱いにおいて＞ 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールの分解は絶対行なわないで下さい。内部に高圧部分があり分解すると感電の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールの改造は絶対行なわないで下さい。火災、感電の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールを可燃性ガスのあるところでは使用しないで下さい。爆発の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールを高温多湿及び水のかかるところでは使用しないで下さい。故障、火災の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールの取付けや配線作業を行なうときは、必ず電源が供給されていないことを確認してから行なって 

   下さい。感電や機器の破損の恐れがあります。 

  ●端子台カバーは配線の接続完了後必ず端子台に取付けて下さい。カバーを取付けないと感電の恐れがあります。 

●本マニュアルに記載された仕様以外では使用しないで下さい。仕様の範囲外での使用は感電、火災、誤動作、機器の破損の 

恐れがあります。 

 

 ＜立上げ・保守において＞ 

  ●通電中の端子に触れないで下さい。感電や誤動作の恐れがあります。 

  ●端子の増し締めや清掃は、通電されていない事を確認して行って下さい。感電や故障の恐れがあります。 

 

 

 

               

 

 

＜設計において＞ 

  ●Ｇスケーラに接続する入出力信号配線は動力用ケーブルと別けて配置して下さい。ノイズにより誤動作の原因になります。 

 

 ＜取り扱いにおいて＞ 

  ●コネクタ付ケーブルは確実に装着して下さい。コネクタの接触不良の発生や誤入力、誤出力の恐れがあります。 

  ●接続するコネクタの種類や向きを確認してから装着して下さい。故障や誤動作の恐れがあります。 

  ●コネクタを接続するときに無理な力を加えることや、斜めのまま無理に装着しないで下さい。コネクタの破損や誤動作の恐れがあります。 

  ●ＦＧ端子は接地して下さい。感電や誤動作の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールへの配線は定格及び端子配列を確認して正しく行って下さい。定格と異なった接続や誤った 

配線を行なうと火災や故障、誤動作の恐れがあります。 

●端子のネジは確実に締め付けて下さい。締め付けが緩いと短絡、感電、火災、誤動作の恐れがあります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュール内に、ホコリや電線屑などの異物が入らないようにして下さい。火災や、故障、誤動作の恐れが 

   あります。 

  ●Ｇスケーラ及びオプションモジュールを廃棄するときは、産業廃棄物として廃棄して下さい。 

 

 

 

 

 

   このマニュアルの記載内容は、製品の改良等により製品と異なる場合があります。 

また、このマニュアルの記載内容はお断り無く変更される場合があります。 

このマニュアルは製品の表示（銘板など）とは異なる場合があります。 

   このマニュアルに記載しているイラストは、特定の仕様のものを図案化しています。ご購入いただいた製品と異なる場合があります。 

   このマニュアルに記載されている会社名及び製品名（型式含む）は各社の商標または登録商標です。 

   このマニュアルは製品を廃却するまで大切に保管して下さい。 
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Ｇスケーラの機能と特徴 

 ＜スケーリング＞ 

Ｇスケーラはアブソリュートエンコーダ※１の位置データを基に、設定した上限値と下限値の間を任意の値にスケーリングできます。 

  スケーリングされたデータはＧスケーラに表示及びＢＣＤデータとして出力し、さらにオプションのＤＡモジュールを使用すると 

アナログ信号※２を出力します。 

 ＜電子リミットスイッチ＞ 

  上下限の設定値とは別に上下限の設定に影響されず、任意にプリセットした位置※３で動作する電子リミットスイッチを持っています。 

  またオプションのリレーモジュールを使用すると１信号に付き独立したＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣを持っていますので用途に合わせて 

  個別に接続することが可能です。 

 ＜広範囲な適用エンコーダ＞ 

  Ｇスケーラに使用できるエンコーダは８ビット・１０ビット・１２ビット・１４ビット・１６ビットのグレイバイナリ※４とピュアバイナリ、 

  及び１２ビットのＢＣＤコードのエンコーダを使用することができます。 

  エンコーダへの電源供給※５も可能です。 

  また弊社製の多回転型アブソリュートエンコーダのＲＣエンコーダ※６ＨＲエンコーダ※７ＲＣＬエンコーダ※８は装置とエンコーダ間に 

  減速装置を使用することなく直接装着することが可能です。 

弊社製エンコーダの詳細は弊社ホームページ http://www.nippon-gear.jp/product/system/encoder.php をご覧下さい。 

 ＜簡単・便利な設定機能＞ 

  Ｇスケーラの基本機能の設定は、装置に装着したエンコーダの値※９を直接入力するので装置を動かしながらの設定も可能です。 

  また基本機能の上下限の設定に対して付加機能となるデッドバンド等の設定はエンコーダが移動したカウント数※１０を入力するので、 

感覚的に設定をおこなえます。 

  市販されている大抵のエンコーダと弊社製エンコーダの殆どのラインナップ※１１の入力をサポートしていますので、設定変更のみで 

お手持ちのエンコーダを有効に活用することが可能です。※１２ 

 ＜Ｇスケーラを使用すると装置へのエンコーダの取り付けが簡単になります＞ 

エンコーダの回転方向を選びません。エンコーダにリバース機能※１３が無いタイプでも、設定でカウントアップ方向を変えることが可能です。 

  エンコーダを装置のゼロ点に合わせて調整する必要はありません。アブソリュートエンコーダの特徴である絶対位置検出を活用して 

  エンコーダがどの位置でも装置のゼロ点に合わせることが可能です。 

エンコーダはゼロを跨いでも※１４使用可能です。装置へ取り付ける前にエンコーダの値を確認する必要がありません。 

   

※１ 絶対位置検出が可能なエンコーダ。  

※２ スケーリングされたデータをゼロ～スパン・４～２０ｍＡで出力します。 

※３ 設定を有効にした場合。  

※４ 常に１桁のみしか変化しないバイナリコード。複数の桁が同時に変わることが無い為、信号の変遷が安定しています。  

※５ Ｇスケーラへの供給電圧と同じになります。  

※６～８ ＲＣエンコーダ、ＨＲエンコーダ、ＲＣＬエンコーダは日本ギア工業㈱の登録商標です。  

※９ 装置の位置を検出するための絶対値。  

※１０ 設定された絶対値から移動したカウント数。 

※１１ ただしＢＣＤ出力のエンコーダはＲＣ及びＨＲ１２ビットタイプ、そのほかはＲＣ及びＨＲタイプは１２～１６ビットとなります。  

※１２ Ｇスケーラにエンコーダの仕様を設定することにより可能。  

※１３ ビットの反転ではなく回転方向の正逆を示します。  

※１４ アブソリュートエンコーダは最大計測量を超えると０に戻りますが、絶対位置の０として扱うため制御可能となります。 
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Ｇスケーラの型式 

 Ｇスケーラには基本となる３タイプに各オプションモジュールを装着した状態で出荷いたします。 

 型式は選択したオプションモジュールにより決まります。 

 

 ●本体型式 

 ＧＳ①②－③④⑤ 
                     本体電源スイッチ 

                      ０：無し 

                      Ａ：有り 

                   ＤＡモジュール 

                    ０：無し 

                    Ａ：有り 

                 電源モジュール（本体電源電圧と同じ電圧を選択して下さい。） 

                  ０：無し 

                  Ａ：ＡＣ１００／ＤＣ１２Ｖ 

                  Ｂ：ＡＣ１００／ＤＣ２４Ｖ 

             本体電源電圧（＝エンコーダ供給電圧） 

              １：ＤＣ１２Ｖ 

              ２：ＤＣ２４Ｖ 

              ３：ＤＣ５Ｖ（特殊仕様となります。 電源モジュールの「０：無し」を選択して下さい。） 

           機能コード 

            １：タイプ１ 

            ２：タイプ２ 

            ３：タイプ３ 

 

●リレーモジュール 型式        ●マウンティング・ブラケット 型式 

 ＧＳ①－ＲＹ０５         ＧＳ－ＢＫＴ 

           リレーモジュール 

            ２：タイプ２専用 

            ３：タイプ３専用 

 

名称 機能概略 インターフェース 

タイプ１ 
スケーリング表示及び位置量出力（ＢＣＤ） 

設定・エンコーダ・リミット位置のエラー判定 

入力：１６点：エンコーダ入力用 

出力：１８点：ＢＣＤ４桁・－符号・ＢＵＳＹ 

タイプ２ 

スケーリング表示及び位置量出力（ＢＣＤ） 

電子リミットスイッチ（上限・下限・中間３点） 

設定エラーの判定  

エンコーダ・リミット位置のエラー判定と出力（故障信号） 

入力：１６点：エンコーダ入力用 

出力：１８点：ＢＣＤ４桁・－符号・ＢＵＳＹ 

出力：上限・下限・中間３点・故障 

タイプ３ 

スケーリング表示 

電子リミットスイッチ（上限・下限・中間１３点） 

設定エラーの判定 

エンコーダ・リミット位置のエラー判定と出力（故障信号） 

入力：１６点：エンコーダ入力用 

出力：１６点：上限・下限・中間１３点・故障 

電源モジュール 
Ａ：入力ＡＣ１００Ｖ／出力ＤＣ１２Ｖ 

Ｂ：入力ＡＣ１００Ｖ／出力ＤＣ２４Ｖ 

入力：３点 Ｌ・Ｎ・ＦＧ 

出力：２点 ＋・－ 

ＤＡモジュール 位置量をゼロ～スパン：４～２０ｍＡで出力 出力：２点 ＋・－ 最大負荷６００Ω 

リレーモジュール 

タイプ２ 

タイプ２の位置リミットと故障の計６点を 

リレー出力に変換 

入力：６点 

出力：６点（信号１点に付きＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ） 

リレーモジュール 

タイプ３ 

タイプ３の出力１６点の内８点をリレー出力に変換 

１６点使用時はリレーモジュール２台をカスケードに接続 

入力：８点 

出力：８点（信号１点に付きＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ） 
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各仕様 

タイプ タイプ１ タイプ２ タイプ３ 

電源 

入力電圧 ＤＣ１２／２４Ｖ±１０％ 

消費電力 
ＤＣ１２／２４Ｖ 

最大１０Ｗ（外部供給含む） 

ＤＣ１２／２４Ｖ 最大１５Ｗ 

（外部供給含む） 

接続 ＣＮ１ 

表示 
５桁 赤色７セグメントＬＥＤ 文字高さ １０ｍｍ 

極性の表示は５桁目を使用 

スケール分解能 １～９９９９ 

スケール表示 －９９９９～９９９９ 

パラメータの保存 フラッシュメモリーに保存 書換可能回数１０００回 注１ モニターモードで確認可能 

アラーム 

（故障）判定 

エンコーダ故障・リミットオー

バー・設定ミス（出力無し） 

エンコーダ故障・リミットオーバー・ 

設定ミス（出力無し） 

入力センサー 

アブソリュート 

エンコーダ 

ビット数 ８・１０・１２・１４・１６を設定により選択 

コード ＧＲＡＹバイナリ・ＰＵＲＥバイナリ・ＢＣＤ１２ビットを設定により選択 

入力論理 負論理・正論理を設定により選択 

信号形態 オープンコレクタ または無電圧接点 

カウントＵＰ方向 設定により選択 

電源供給 本体電源電圧と同電圧を供給 

接続 ＣＮ２ 

ＢＣＤ出力 

信号内容 ＢＣＤ４桁・－符号・ＢＵＳＹ               

出力論理 
負論理・正論理を設定により選択 極性・ＢＵＳＹも 

設定に順ずる 
              

ＢＵＳＹ ＢＣＤ出力データ更新時に２０ｍｓｅｃの間ＯＮ               

信号形態 オープンコレクタ（トランジスタ）               

耐圧 ＶＣＥ５０Ｖ               

最大電流 １００ｍＡ               

接続 ＣＮ３               

位置リミット 

信号内容               位置５点＋アラーム 位置１５点＋アラーム 

信号形態               
オープンコレクタ 

（フォトカプラ） 

オープンコレクタ 

（トランジスタ） 

耐圧               ＶＣＥ５０Ｖ ＶＣＥ５０Ｖ 

最大電流               ４０ｍＡ １００ｍＡ 

接続               ＣＮ５ ＣＮ３ 

電源モジュール 

入力電圧 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

出力電圧 
ＤＣ１２Ｖ／ＤＣ２４Ｖ 

１０Ｗ 

ＤＣ１２Ｖ／ＤＣ２４Ｖ 

１５Ｗ 

接続１（入力） ＴＢ１ 

接続２（出力） ＣＮ７ 

ＤＡモジュール 

信号形態 電流出力（０～２０ｍＡただし基本ゼロ・スパンは４～２０ｍＡ） 

分解能 １２ビット デジタル→アナログ変換 

負荷特性 最大６００Ω 

接続 ＣＮ９ 

リレーモジュール 

型式               ＧＳ２－ＲＹ０５ ＧＳ３－ＲＹ０５ 

信号内容               位置６点 位置８点 

信号形態               
１点につき 

ＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ 

１点につき 

ＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ 

接点定格               
０．４Ａ１２５ＶＡＣ 

（抵抗負荷） 

５Ａ２５０ＶＡＣ 

（抵抗負荷） 

接続１（入力１）               ＣＮ－Ｒ ＣＮ１ 

接続２（入力２）                             ＣＮ２（カスケード入力） 

接続３（出力１）                             ＣＮ３（カスケード出力） 

接続４（出力２）               ＴＢ ＴＢ 

その他                             

リレーモジュール２台を 

カスケード接続にする事によ

りタイプ３位置リミット全点

に対応 

保存周囲温度 －２０℃～８０℃ 

使用周囲温度 ０℃～６０℃ 

使用周囲湿度 ２０～８０％ＲＨ ただし結露が無いこと。 

その他使用環境 
可燃性ガスの有る所では使用できません。 

高温・多湿及び水のかかる所では使用できません。 

 注1：工場検査時に行う設定値の書き換え分も含まれます。（10回程度） 
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外観と各部の名称 

 １．前面 全タイプ共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＲＵＮ ＬＥＤ 

ランモード ＬＥＤ 

ＲＵＮモードの時に点灯します。 

通常はこのモードで運用します。 
Ｐ３０．３１ 

２ 
ＭＯＮ ＬＥＤ 

モニターモード ＬＥＤ 

ＭＯＮモードの時に点灯します。 

エンコーダ値や位置リミット出力の状態をリアルタイムでモニターできます。 

Ｐ３１ 

Ｐ３４ 

３ 
ＳＥＴ ＬＥＤ 

セットモード ＬＥＤ 

ＳＥＴモードの時に点灯します。 

Ｇスケーラに必要な各定数などを設定します。 

Ｐ３１ 

Ｐ３６ 

４ 
ＡＬＡＲＭ ＬＥＤ 

アラームモード ＬＥＤ 

Ｇスケーラにエラーが発生した時に点灯します。 

発生したエラーの種類を確認することができます。 
Ｐ５２ 

５ 
ＴＳＴ／ＵＰ ＬＥＤ 

テストモード／上限 ＬＥＤ 

ＴＳＴモード又はエンコーダが上限位置に到達すると点灯します。 

ＴＳＴモードでは任意のＢＣＤコードなどを出力できます。 

Ｐ３１．Ｐ４０ 

Ｐ４９ 

６ 
ＤＯＷＮ ＬＥＤ 

下限 ＬＥＤ 
エンコーダが下限位置に到達すると点灯します。 

Ｐ３１ 

Ｐ４０ 

７ ディスプレー ７ＳＥＧ ＬＥＤによりスケール表示 モードの項目等を表示します。 Ｐ２９ 

８ タッチパネル 
「ＭＯＤＥ／ＥＳＣ」・「ＵＰ」・「ＤＯＷＮ」・「ＳＨＩＦＴ／ＥＮＴ」の 

４個のキーでＧスケーラを操作します。 

Ｐ２９ 

Ｐ３１．３２ 

９ 
電源スイッチ 

（オプション） 
Ｇスケーラの電源スイッチです。標準の仕様では付いていません。 Ｐ３０ 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

６ 

７ 

８ 

９ 
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外観と各部の名称 

 ２．背面 オプションモジュール無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
Ｆ１ 

ヒューズ 

定格４８Ｖ１Ａ 

適応ヒューズ：大東通信 ＬＭ０１ 
        

２ 
ＣＮ１ 

コネクタ１ 

Ｇスケーラの電源供給用です。 

お手持ちの仕様により入力する電圧が異なります。 

適応コネクタ：日本圧着端子 ＶＨＲ－２Ｎ 

Ｐ１４ 

Ｐ２３ 

Ｐ３０ 

３ 
ＣＮ２ 

コネクタ２ 

エンコーダ入力用です。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－２０３０－Ｔ 

Ｐ１４ 

Ｐ２３ 

４ 
ＣＮ３ 

コネクタ３ 

タイプ１・２はＢＣＤを出力します。 

タイプ３は位置リミットを出力します。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－２０３０－Ｔ 

Ｐ１４ 

Ｐ２４ 

５ 
ＣＮ４ 

コネクタ４ 
拡張用のコネクタです。使用しません。         

６ 
ＣＮ５（タイプ２） 

コネクタ５ 

位置リミットを出力します。 

タイプ１・３はコネクタが実装されていません。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－１０３０－Ｔ 

Ｐ１４ 

Ｐ２５ 

７ 
ＣＮ６（オプション） 

コネクタ６ 
拡張用のコネクタです。使用しません。         

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
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外観と各部の名称 

 ３．電源モジュール付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＣＮ７ 

コネクタ７ 

ＧスケーラのＣＮ１へ接続します。 

適応コネクタ：日本圧着端子 ＶＨＲ－２Ｎ 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

Ｐ３０ 

２ 
ＣＮ８ 

コネクタ８ 
拡張用コネクタです。使用しません。 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

３ 
ＬＤ１ 

ＬＥＤ１ 
ＡＣの入力が入ると自動的に点灯します。 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

４ 
ＴＢ１ 

端子台１ 

ＦＧ 
フレームグラウンド端子です。接地に使用してください。 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

Ｌ 
ＡＣ１００Ｖの入力端子です。 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

Ｎ 
ＡＣ１００Ｖの入力端子です。 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１５ 

Ｐ２５ 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 



 

 

10

外観と各部の名称 

 ４．ＤＡモジュール付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＣＮ９ 

コネクタ９ 

Ｇスケーラのスケール値を４～２０ｍＡで出力します。 

接続できる負荷は最大６００Ωです。 

適応コネクタ：日本圧着端子 ＶＨＲ－２Ｎ 

Ｐ１６ 

Ｐ２５ 

２ 
ＺＥＲＯ 

ゼロ調整トリマー 
ゼロ（４ｍＡ）の調整ができます。 

Ｐ１６ 

Ｐ５７ 

３ 
ＳＰＡＮ 

スパン調整トリマー 
スパン（２０ｍＡ）の調整ができます。 

Ｐ１６ 

Ｐ５７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 
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外観と各部の名称 

 電源＋ＤＡモジュール付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＣＮ７ 

コネクタ７ 

ＧスケーラのＣＮ１へ接続します。 

適応コネクタ：日本圧着端子 ＶＨＲ－２Ｎ 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

Ｐ３０ 

２ 
ＣＮ８ 

コネクタ８ 
拡張用コネクタです。使用しません。 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

３ 
ＬＤ１ 

ランプ１ 
ＡＣの入力が入ると自動的に点灯します。 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

４ 
ＴＢ１ 

端子台１ 

ＦＧ 
フレームグラウンド端子です。接地に使用してください。 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

Ｌ 
ＡＣ１００Ｖの入力端子です。 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

Ｎ 
ＡＣ１００Ｖの入力端子です 

適応端子：Ｍ３．０ 

Ｐ１７ 

Ｐ２５ 

５ 
ＣＮ９ 

コネクタ９ 

Ｇスケーラのスケール値を４～２０ｍＡで出力します。 

接続できる負荷は最大６００Ωです。 

適応コネクタ：日本圧着端子 ＶＨＲ－２Ｎ 

Ｐ１７ 

Ｐ２３ 

６ 
ＺＥＲＯ 

ゼロ調整トリマー 
ゼロ（４ｍＡ）の調整ができます。 

Ｐ１７ 

Ｐ５７ 

７ 
ＳＰＡＮ 

スパン調整トリマー 
スパン（２０ｍＡ）の調整ができます。 

Ｐ１７ 

Ｐ５７ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
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外観と各部の名称 

 リレーモジュール付（タイプ２の標準及び各種モジュールの背面に装着 ＧＳ２－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＴＢ 

端子台 

位置リミット出力の出力端子です。 

各信号には「ＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ接点」があります。 

１～３：下限 ４～６：上限 ７～９中間１ 

１０～１２：中間２ １３～１５：中間３ １６～１８：故障 

適用電線：０．１４～１．０ｍｍｓｑ 

Ｐ２６ 

２ 
ＰＷＲ 

パワーＬＥＤ 
リレーユニットに電源が供給されていると自動的に点灯します。 Ｐ２６ 

３ 
ＣＮ－Ｒ 

コネクタＲ 

リレーユニットの入力用です。 

ＧスケーラのＣＮ５へ接続します。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－１０３０－Ｔ 

Ｐ１８ 

Ｐ２６ 

４ 
ＲＹ１～６ 

リレー１～６ＬＥＤ 

動作中のリレーに対応するＬＥＤが点灯します。 

ＲＹ１：下限信号がＯＮで点灯します。 

ＲＹ２：上限信号がＯＮで点灯します。 

ＲＹ３：中間信号１がＯＮで点灯します。 

ＲＹ４：中間信号２がＯＮで点灯します。 

ＲＹ５：中間信号３がＯＮで点灯します。 

ＲＹ６：故障信号がＯＮで点灯します。 

Ｐ２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 
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外観と各部の名称 

 リレーモジュール（タイプ３用 別置き ＧＳ３－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称／呼び方 機能・特徴 関連ページ 

１ 
ＴＢ 

端子台 

位置リミット出力の出力端子です。 

各信号には「ＣＯＭ・ＮＯ・ＮＣ接点」があります。 

１～３：下限／中間６ ４～６：上限／中間７ ７～９中間１／中間８ 

１０～１２：中間２／中間９ １３～１５：中間３／中間１０ 

１６～１８：中間４／中間１１ １９～２１：中間５／中間１２ 

３～１５：故障／中間１３ 

適用電線：０．１４～１．０ｍｍｓｑ 

Ｐ２７ 

２ 
ＣＮ１ 

コネクタ１ 

本モジュール＃１の位置リミット信号の入力用です 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－２０３０－Ｔ 

Ｐ１８ 

Ｐ２７ 

３ 
ＣＮ２ 

コネクタ２ 

本モジュール＃２のカスケード接続の入力用です。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－１０３０－Ｔ 

Ｐ１８ 

Ｐ２７ 

４ 
ＣＮ３ 

コネクタ３ 

本モジュール＃２へのカスケード接続の出力用です。 

適応コネクタ：オムロン ＸＧ４Ｍ－１０３０－Ｔ 

Ｐ１８ 

Ｐ２７ 

５ 
ＣＮ４ 

コネクタ４ 
拡張用コネクタです。使用しません。 Ｐ２７ 

６ 
ＰＷＲ 

パワーＬＥＤ 
リレーユニットに電源が供給されていると自動的に点灯します。 Ｐ２７ 

７・８ 

ＬＤ１～８ 

ＬＥＤ１～８ 

 

ＲＹ１～８ 

リレー１～８ 

動作中のリレーに対応するＬＥＤが点灯します。 

ＬＥＤ１＝ＲＹ１への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ２＝ＲＹ２への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ３＝ＲＹ３への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ４＝ＲＹ４への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ５＝ＲＹ５への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ６＝ＲＹ６への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ７＝ＲＹ７への信号がＯＮで点灯します。 

ＬＥＤ８＝ＲＹ８への信号がＯＮで点灯します。 

Ｐ２７ 

９ レール取付金具 ＤＩＮタイプレールに装着が出来ます。 Ｐ２７ 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ ３ ４ ５ 

６ 

７ 

８ 

９ 
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付属ケーブル 

ご購入頂いたＧスケーラのタイプとオプションモジュールにより付属されるケーブルが異なります。 

・同梱されているケーブルに間違いが無いかお確かめ下さい。 

・同梱されているケーブルに過不足や不具合がございましたら最寄の弊社営業所（巻末を参照下さい）までご連絡下さい。 

 

１．オプションなし 

 タイプ１・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイプ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                   

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

電源用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

位置リミット出力用 １ｍ １本                                                                                          

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 
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付属ケーブル 

２．電源モジュール付 

 タイプ１・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイプ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源用 ８ｃｍ １本 ０．５Ｓｑ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

ＡＣ用 ２ｍ 

１本 ０．７５Ｓｑ 

２極プラグ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

位置リミット出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 

電源用 ８ｃｍ １本 ０．５Ｓｑ 

ＡＣ用 ２ｍ 

１本 ０．７５Ｓｑ 

２極プラグ 
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付属ケーブル 

３．ＤＡモジュール付 

 タイプ１・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

 

 

 

 タイプ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

電源用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

位置リミット出力用 １ｍ １本                                                                                      

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 

ＤＡ出力用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

ＤＡ出力用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 
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付属ケーブル 

４．電源＋ＤＡモジュール付 

 タイプ１・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

 

 

 

 タイプ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

 

 

 

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

電源用 ８ｃｍ １本 ０．５Ｓ

エンコーダ入力用 １ｍ １本                                             

ＢＣＤ出力用 １ｍ １本                                             

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

位置リミット出力用 １ｍ １本                                                                                          

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 

電源用 ８ｃｍ １本 ０．５Ｓｑ 

ＤＡ出力用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

ＡＣ用 ２ｍ 

１本 ０．７５Ｓｑ 

２極プラグ 

ＤＡ出力用 １ｍ １本 ０．５Ｓｑ 

ＡＣ用 ２ｍ 

１本 ０．７５Ｓｑ 

２極プラグ 
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付属ケーブル 

５．リレーモジュール 

 タイプ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイプ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレーモジュール接続用 ０．５ｍ 

１本                                          

ＡＷＧ２８ ２０芯フラットケーブル 

増設リレーモジュール接続用 ０．２ｍ １本                                       

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 

リレーモジュール付属の場合は位置リミット出力用ケーブルは 

本ケーブルに置き換わります。                                                                                    

リレーモジュールを２個接続する場合のケーブルです。 

リレーモジュールが１個の場合は付属されません。               

リレーモジュール接続用 

（標準 ８ｃｍ １本） 

（モジュール付 １８ｃｍ １本）                                                                                          

ＡＷＧ２８ １０芯フラットケーブル 



 

 

19

取り付け寸法と外形寸法 

Ｇスケーラの取り付け寸法は全タイプ及びオプションモジュールの有無に関わらず共通となっています。 

タイプ及びオプションモジュールの有無により奥行き寸法が変わります。 

・Ｇスケーラの取付の際は本図を参考にＧスケーラや周辺機器と緩衝しないよう取付けて下さい。 

 

１．取り付け寸法 

  全タイプ共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．オプションなし 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

タイプ１・３ タイプ２ 
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取り付け寸法と外形寸法 

３．電源モジュールまたはＤＡモジュール付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．電源モジュール＋ＤＡモジュール付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイプ１・３ タイプ２ 

タイプ１・３ タイプ２ 
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取り付け寸法と外形寸法 

５．リレーモジュール付（タイプ２のみ ＧＳ２－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションなし 電源モジュールまたはＤＡモジュール付 

 

電源モジュール＋ＤＡモジュール付 
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取り付け寸法と外形寸法 

６．リレーモジュール（タイプ３用 ＧＳ３－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．取付ブラケット（オプション） 

  全タイプ共通 左右１組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面 

 

側面 
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インターフェース 

Ｇスケーラへの接続及び接続例を説明します。 

・ 各コネクタへの接続は確実に行い、無理な挿入や斜めに挿入しないで下さい。 

・ 接続するコネクタやＧスケーラのタイプにより仕様が異なります。各接続の定格内で使用して下さい。 

 

注意：未使用端子への配線（付属ケーブルの使用は除く）及び拡張用の未使用コネクタには接続しないで下さい。 

 

本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮ２ 

エンコーダ入力 

全タイプ共通 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ２ 
ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ２ 

エンコーダ入力 エンコーダ入力 

ＧＲＡＹ・ＰＵＲＥ ＢＣＤ ＧＲＡＹ・ＰＵＲＥ ＢＣＤ 

 １ １ＳＴ ＤＩＧＩＴ １×１００ １１ 11ＴＨ ＤＩＧＩＴ ４×１０２ 

 ２ ２ＮＤ ＤＩＧＩＴ ２×１００ １２ 12ＴＨ ＤＩＧＩＴ ８×１０２ 

 ３ ３ＲＤ ＤＩＧＩＴ ４×１００ １３ Ｖｃｃ ← 

 ４ ４ＴＨ ＤＩＧＩＴ ８×１００ １４ Ｖｃｃ ← 

 ５ ５ＴＨ ＤＩＧＩＴ １×１０１ １５ ＧＮＤ ← 

 ６ ６ＴＨ ＤＩＧＩＴ ２×１０１ １６ ＧＮＤ ← 

 ７ ７ＴＨ ＤＩＧＩＴ ４×１０１ １７ 13ＴＨ ＤＩＧＩＴ １×１０３ 

 ８ ８ＴＨ ＤＩＧＩＴ ８×１０１ １８ 14ＴＨ ＤＩＧＩＴ ２×１０３ 

 ９ ９ＴＨ ＤＩＧＩＴ １×１０２ １９ 15ＴＨ ＤＩＧＩＴ ４×１０３ 

１０ 10ＴＨ ＤＩＧＩＴ ２×１０２ ２０ 16ＴＨ ＤＩＧＩＴ ８×１０３ 

 

 

ＣＮ１                          接続 

電源入力                         ＣＮ２の接続例を参照下さい。 

全タイプ共通 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ１ 

電源入力（DC12VまたはDC24V） 

極性 線色 

 １ ＋ 赤 

 ２ － 青 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

接続例 
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インターフェース 

本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮ３ 

タイプ１・２：ＢＣＤ出力 

タイプ３  ：位置リミット出力 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ３ 
ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ３ 

ＢＣＤ出力 位置リミット出力 ＢＣＤ出力 位置リミット出力 

タイプ１・２ タイプ３ タイプ１・２ タイプ３ 

 １ １×１００ 下限 １１ ４×１０２ 中間８ 

 ２ ２×１００ 上限 １２ ８×１０２ 中間９ 

 ３ ４×１００ 中間１ １３ １×１０３ 中間１０ 

 ４ ８×１００ 中間２ １４ ２×１０３ 中間１１ 

 ５ １×１０１ 中間３ １５ ４×１０３ 中間１２ 

 ６ ２×１０１ 中間４ １６ ８×１０３ 中間１３ 

 ７ ４×１０１ 中間５ １７ ＢＵＳＹ           

 ８ ８×１０１ アラーム １８ 極性           

 ９ １×１０２ 中間６ １９ ＧＮＤ ← 

１０ ２×１０２ 中間７ ２０ ＤＣ５Ｖ ← 

 

接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレー駆動の場合 

・外につけるリレーはトタンジスタの最大定格【５０Ｖ、１００mA】以下にして下さい。 

・リレーコイルと並列にサージ吸収用のダイオードを近傍に付けて下さい。 

白熱ランプ駆動の場合 

・抵抗１か抵抗２を入れてランプ負荷の突入電流を抑えて下さい。 

ＢＵＳＹ信号 

・ＢＣＤ出力データ更新時に２０ｍｓｅｃの間ＯＮされます。 
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インターフェース 

本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源モジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＡモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮ５                            接続例 

タイプ２：位置リミット出力 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ５ 

 

位置リミット出力 

 １ 下 限 

 ２ 上 限 

 ３ 中間 １ 

 ４ 中間 ２ 

 ５ 中間 ３ 

 ６ アラーム 

 ７                     

 ８                     

 ９ ＤＣ５Ｖ 

１０ ＧＮＤ 

 

リレー駆動の場合 

・外につけるリレーはトタンジスタの最大定格【５０Ｖ、４０mA】以下にして下さい。 

・リレーコイルと並列にサージ吸収用のダイオードを近傍に付けて下さい。 

白熱ランプ駆動の場合 

・抵抗１か抵抗２を入れてランプ負荷の突入電流を抑えて下さい。 

ＣＮ７                        接続 

電源出力 

電源モジュール 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ７ 

電源出力 

極性 線色 

 １ ＋ 赤 

 ２ － 青 

注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 

ＣＮ９                       接続例 

アナログ出力 

ＤＡモジュール 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ９ 

アナログ（電流）出力 

極性 線色 

 １ － 青 

 ２ ＋ 赤 

 注意：電源用とＤＡ用では極性が異なります。 



 

 

26

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点定格      

ＡＣ１２５Ｖ/０．２Ａ（誘導１０万回）    ＤＣ３０Ｖ/１Ａ（誘導５０万回） 

ＴＢ（端子台）への接続  

使用電線 0.14～1.0 ｍｍ2 ／電線のむき長さ 5ｍｍ 

端子台の配列は「ＣＯＭ」「ＮＯ」「ＮＣ」の順に配列。 

インターフェース 

リレーモジュール（タイプ２ ＧＳ２－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＢ 

位置リミットリレー出力 

ＴＢ 

Ｎｏ． 
位置リミット出力 ６点 

 １ ＣＯＭ 

下限  ２ ＮＯ 

 ３ ＮＣ 

 ４ ＣＯＭ 

上限  ５ ＮＯ 

 ６ ＮＣ 

 ７ ＣＯＭ 

中間１  ８ ＮＯ 

 ９ ＮＣ 

１０ ＣＯＭ 

中間２ １１ ＮＯ 

１２ ＮＣ 

１３ ＣＯＭ 

中間３ １４ ＮＯ 

１５ ＮＣ 

１６ ＣＯＭ 

アラーム １７ ＮＯ 

１８ ＮＣ 

 

ＣＮ―Ｒ 

位置リミット入力 

ピン 

Ｎｏ． 

ＣＮ―Ｒ 

位置リミット出力 

 １ 下 限 

 ２ 上 限 

 ３ 中間 １ 

 ４ 中間 ２ 

 ５ 中間 ３ 

 ６ アラーム 

 ７                     

 ８                     

 ９ ＤＣ５Ｖ 

１０ ＧＮＤ 
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接続１ 

 

インターフェース 

リレーモジュール（タイプ３ ＧＳ３－ＲＹ０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＢ 

位置リミットリレー出力 

ＴＢ 

Ｎｏ． 

位置リミット出力 ８点 

 ＃１リレーモジュール ＃２リレーモジュール 

 １ ＣＯＭ 

下限 中間６  ２ ＮＯ 

 ３ ＮＣ 

 ４ ＣＯＭ 

上限 中間７  ５ ＮＯ 

 ６ ＮＣ 

 ７ ＣＯＭ 

中間１ 中間８  ８ ＮＯ 

 ９ ＮＣ 

１０ ＣＯＭ 

中間２ 中間９ １１ ＮＯ 

１２ ＮＣ 

１３ ＣＯＭ 

中間３ 中間１０ １４ ＮＯ 

１５ ＮＣ 

１６ ＣＯＭ 

中間４ 中間１１ １７ ＮＯ 

１８ ＮＣ 

１９ ＣＯＭ 

中間５ 中間１２ ２０ ＮＯ 

２１ ＮＣ 

２２ ＣＯＭ 

アラーム 中間１３ ２３ ＮＯ 

２４ ＮＣ 

 

ＣＮ１ 

位置リミット入力 

ピン 

Ｎｏ． 
位置リミット入力 

ピン 

Ｎｏ． 
位置リミット入力 

 １ 下限 １１ 中間８ 

 ２ 上限 １２ 中間９ 

 ３ 中間１ １３ 中間１０ 

 ４ 中間２ １４ 中間１１ 

 ５ 中間３ １５ 中間１２ 

 ６ 中間４ １６ 中間１３ 

 ７ 中間５ １７                   

 ８ アラーム １８                   

 ９ 中間６ １９ ＧＮＤ 

１０ 中間７ ２０ ＤＣ５Ｖ 

 
ＣＮ２．３ 

カスケード接続用として 

ピン 

Ｎｏ． 

＃１ ＣＮ３ 
ピン 

Ｎｏ． 

＃２ ＣＮ２ 

位置リミット出力 位置リミット入力 

 １ 中間６  １ 中間６ 

 ２ 中間７  ２ 中間７ 

 ３ 中間８  ３ 中間８ 

 ４ 中間９  ４ 中間９ 

 ５ 中間１０  ５ 中間１０ 

 ６ 中間１１  ６ 中間１１ 

 ７ 中間１２  ７ 中間１２ 

 ８ 中間１３  ８ 中間１３ 

 ９ ＧＮＤ  ９ ＧＮＤ 

１０ ＤＣ５Ｖ １０ ＤＣ５Ｖ 

 



 

 

28

接続２ 

 

 

 

 

 

 

接点の最大定格      

ＡＣ２５０Ｖ/３Ａ（誘導１０万回）      ＤＣ３０Ｖ/３.５Ａ（誘導１０万回） 

ＡＣ２５０Ｖ/５Ａ（抵抗１０万回）      ＤＣ３０Ｖ/５Ａ  （抵抗１０万回） 

使用定格 

上記は接点の最大定格ですが、接点はプリント基板のパターンを経由して端子台に 出力しているため, 

連続して上記の電圧で電流を流すことはできません。下記の使用定格でご使用してください。 

・使用電圧    ：ＡＣ１２５Ｖ （IEC/DIN,VDE規格） 

・連続通電電流：１Ａ 

・瞬間最大電流：５Ａ (電磁開閉器のコイル,白熱球,ソレノイドなどの突入電流) 

注:クリーンで湿気の無い環境ならAC250Vで使用できます。（UL,CSA規格の適用） 

 

ＴＢ（端子台）への接続  

使用電線 0.14～1.0 ｍｍ2 ／電線のむき長さ 5ｍｍ 

端子台の配列は「ＣＯＭ」「ＮＯ」「ＮＣ」の順に配列。 

 

インターフェース 

リレーモジュール（タイプ３ ＧＳ３－ＲＹ０５） 
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ディスプレー・タッチパネル 

ディスプレーの表示及びタッチパネルのキーについて説明します。 

・ ディスプレー部のパネルはアクリル製です。 

  溶剤等がかかると表面が曇ったり溶けたりしますので、パネルの汚れの除去は中性洗剤をご使用下さい。 

・ タッチパネルを鋭角な突起物で押さないで下さい。 

タッチパネル表面が裂ける恐れがあります。 

 

 

ディスプレーには５桁の７セグメントで表示されます。 

 

   セグメントの表示 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 
 

 

 

 

 

Ｌ Ｎ Ｏ Ｐ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｙ 
 

 

 

 

 

－          
 

 

 

 

 

  

タッチパネルの４個のキーによりＧスケーラに必要な操作を行ないます。 

 

        モードの切り替えに使用します。（ＭＯＤＥ）        数値の桁を左にシフトします。（ＳＨＩＦＴ） 

        １つ前の表示に戻ります。（ＥＳＣ）            モードの確定・項目の表示に使用します。（ＥＮＴ） 

        ３秒押すとＲＵＮモードに戻ります。           ３秒押すと設定値を書込みます（ＥＮＴ） 

 

 

        項目・設定値の選択に使用します。             項目・設定値の選択に使用します。 

        数値のインクリメント（＋１）               数値のデクリメント（－１） 

        長押しで高速でインクリメントします。           長押しで高速でデクリメントします。 
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起動・運用 

Ｇスケーラの標準の仕様では本体に電源ＳＷが付いておりません。 

・電源ＳＷが付いていないＧスケーラは外部に別途、供給電源をＯＮ・ＯＦＦ出来るスイッチを取付ける事を推奨します。 

 

 

Ｇスケーラの起動は背面ＣＮ１へ直接電源を入力するかＣＮ１へ入力後、電源ＳＷ（オプション）をＯＮ方向へ倒すと起動します。 

 

起動直後表示が             セットアップを表示し、約３秒間全てのＬＥＤが点滅します。 

 

セットアップ中の約３秒の間はＧスケーラからの全ての出力はＯＦＦされています。（オプションモジュール含む） 

 またこの時Ｇスケーラに入力されているエンコーダの出力が変化した場合でも出力はＯＦＦの状態を保持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セットアップ終了後ＧスケーラはＲＵＮモードとなりエンコーダからのデータを基に位置データの表示・位置データ及び位置リミット信号を 

 出力します。 

 

 必ず正しく設定を行った後、運用を開始して下さい。 

 

 装置を通常の運用状態で使用する場合はＧスケーラをＲＵＮモードで使用して下さい。 

 ＲＵＮモードでは常にスケーリングされたデータを表示しますので、装置の位置モニターとして使用する事ができます。 

 また装置の上限・下限及び故障発生をモニターする事ができます。 

 Ｇスケーラの表示がＲＵＮモード以外のモードが表示されている場合でもＧスケーラは常にエンコーダからのデータを基に位置データ及び 

位置リミット信号を出力しています。 

 

誤ってＲＵＮモード以外のモードでキーを操作した場合、モード確定後の操作でＧスケーラの出力が変化するモードがあります。 

 装置の動作中に誤った位置データ及び位置リミット信号が出力された場合、重大な損害が発生する事が考えられます。 
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モードの切り替え 

Ｇスケーラの様々な機能は５つのモードに分かれています。 

 

               キーを１回押す度にモードが切換り３秒以上押すと、どのモードからでもＲＵＮモードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＵＮモード 

（運転モード） 

ＲＵＮのＬＥＤが点灯します 

通常はこの状態で運用します 

常にスケーリングされたデータが 

表示されます 

Ｐ３４ 

ＭＯＮモード 

ＭＯＮモード 

（モニターモード） 

ＭＯＮのＬＥＤが点灯し 

ｄｉＳＰｙと表示されます 

Ｐ３６ 

ＳＥＴモード 

ＳＥＴモード 

（設定モード） 

ＳＥＴのＬＥＤが点灯し 

ＳＥｔと表示されます 

Ｐ５２ 

ＡＬＡＲＭモード

 

ＡＬＡＲＭモード 

（アラームモード） 

ＡＬＡＲＭのＬＥＤが点灯し 

ＡＬＡｒｔと表示されます 
※ エラー発生時のみ表示されます 

エラー無い場合はスキップされます 

Ｐ４９ 

ＴＥＳＴモード 

ＴＥＳＴモード 

（テストモード） 

ＴＳＴ／ＵＰのＬＥＤ点灯し 

ｔＥＳｔと表示されます 
※ エラー発生時は表示されません 

スキップされます 
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基本キー操作 

 ＊ＲＵＮモード以外のどのような状態でも     キーを３秒以上押すとＲＵＮモードへ戻ります。 

 

  ①選択した項目のデータを表示 

   ＲＵＮモード以外の全てのモードで 

   項目のデータ（設定値やエラー内容） 

   を表示させる場合 

 

 

 

 

                                    

                                         

 

 

                     

                                                   

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②予め決められた設定値を選択して書き込む 

   ＳＥＴモードで決められた設定値を 

   選択して書き込む場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

                                            

                                           

                                                  

            

                                         

   

 

 

 

 

現在のモードが表示 

戻る 

進む 

次の項目へ 

前の項目へ 選択された項目の 

データを表示 

又は現在の設定値を表示 

次のモードへ 

進む 

戻る 

前の項目へ 

次の項目へ 

戻る 

進む 

戻る 

前の設定値へ 

次の設定値へ 

現在の設定されている 

設定値が表示 

３秒押す 

戻る 

設定値を変更 

ＳＥＴのＬＥＤが 

点滅して書込み完了 
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基本キー操作 

 ＊ＲＵＮモード以外のどのような状態でも     キーを３秒以上押すとＲＵＮモードへ戻ります。 

 

  ③数値データを書き込む 

   ＳＥＴモードやＴＥＳＴモードで 

   数値データを書き込む場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前の項目へ 

次の項目へ 

戻る 

戻る 

進む 

値増加 

値減少 

３秒押す 

点滅桁増加 

点滅桁減少 

戻る 

戻る 

右へ桁シフト 

１回：５桁目点滅 

２回：４桁目点滅 

３回：３桁目点滅 

４回：２桁目点滅 

５回：１桁目点滅 

６回：全桁点滅に戻る 

ＳＥＴのＬＥＤが 

点滅して書込み完了 
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ＭＯＮモード  

ＭＯＮモード（モニターモード）は接続されているエンコーダの【現在値】、位置リミットの【出力状態】等をモニタリングできます。 
機器の運転中に使用できますのでリアルタイムでの確認が可能です。 

 

 キー操作の詳細は【基本キー操作】を参照して下さい。 

 

 

              モニターモード 

              が表示されている状態で      キーを１回押すと 

 

 

 

 

              モニターモードのエンコーダモニターが表示されます。 

 

 

 モニターモードの項目を変更するときは           キーを押すとモニターモードの項目を変更できます。 

 

 

 

① エンコーダモニター（タイプ共通） 

  エンコーダの値をモニターできます 

 

 

              が表示されている      キーを               現在のエンコーダ値が 

              状態で           １回押すと             表示されます。 

 

    

 

  ② 位置リミットモニター１（タイプ共通） 

    位置リミットの出力状態をモニターできます。 

    タイプ１は位置リミットの出力はありませんが、モニター機能は備わっています。 

 

 

              が表示されている      キーを               現在の位置リミットの出力状態が 

              状態で           １回押すと             表示されます。 

 

                                            中間３：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間２：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間１：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            上限 ：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            下限 ：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 
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ＭＯＮモード  

③ 位置リミットモニター２（タイプ３のみ） 

  位置リミットの出力状態をモニターできます。 

  タイプ１・２はスキップされます。 

 

             が表示されている      キーを               現在の位置リミットの出力状態が 

              状態で           １回押すと             表示されます。 

 

                                            中間８：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間７：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間６：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間５：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間４：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                                

 

  ④ 位置リミットモニター３（タイプ３のみ） 

    位置リミットの出力状態をモニターできます。 

    タイプ１・２はスキップされます。 

 

             が表示されている      キーを               現在の位置リミットの出力状態が 

              状態で           １回押すと             表示されます。 

 

                                            中間13：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間12：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間11：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間10：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間９：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

 

 

  ⑤ ＤＡモニター（タイプ共通） 

    アナログ出力のＤＡ変換している 

    デジタルデータをモニターできます。 

    （アナログ出力はオプション設定ですがモニター機能は全タイプに実装されています） 

 

             が表示されている      キーを               現在のＤＡ変換データが 

             状態で           １回押すと             表示されます。 

 

                                  表示は０～４０９５で 

                                  １２ＢｉｔのＤＡ変換です。 

    

 

⑥ フラッシュメモリーカウンター 

    各設定を書き換えた回数をモニターできます。 

    フラッシュメモリーは書換え回数に制限があります。書換え保障回数：１０００回 

    設定値書込後に、SETモードから他のモードに移行させるとカウンターが１加算されます。 

 

             が表示されている      キーを               現在までの書込み回数が 

             状態で           １回押すと             表示されます。 

 

                                  表示は０～９９９９９ 
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ＳＥＴモード  

＜実際に設定を行う前に＞ 

実際に設定を行う前に以下の項目をご確認の上、設定を行ってください。 

１・お手持ちのエンコーダの仕様について。 

 （１） Ｇスケーラは多回転型アブソリュートタイプのエンコーダの使用を目的に設計されております。 

     １回転型アブソリュートタイプのエンコーダの使用も可能ですがエンコーダの持つ性能を十分発揮できない事があります。 

     お手持ちのエンコーダの仕様を十分確認した上でご使用下さい。 

 

（２） Ｇスケーラは様々なエンコーダに対応しております。 

エンコーダからのデータを基にスケール演算など様々な処理を行っているため、実際のエンコーダの仕様とＧスケーラに 

設定されたエンコーダの仕様が異なっていた場合、Ｇスケーラは正常な動作を保障しません。 

 

２・エンコーダを取り付ける装置について 

 （１） Ｇスケーラ設定中に装置を動かす事が考えられます。 

予め装置にストッパーや機械式のリミットスイッチなどの安全装置の有無を確認して下さい。 

Ｇスケーラに【下限】【上限】の設定をする際に、装置を下限もしくは上限位置に移動させた時に慣性の大きな装置の場合 

モーター停止後、装置が惰走することが考えられます。 

特に安全装置が確認出来なかった場合は、下限及び上限付近までの移動の際は十分注意して操作して下さい。 

 

（２） Ｇスケーラは予め【下限】【上限】等の各設定値を初期値として持っております。 

    【下限】【上限】の値を設定するには装置を上下限に設定したい位置へ動作させる場合があります。 

     このとき装置を動作させるためにＰＬＣ等の制御装置にＧスケーラの上下限や中間位置リミットを取込んで制御している場合、 

     Ｇスケーラに初期値として設定されている範囲内でしか装置を動かせなくなる場合があります。 

     このようなケースが予想される場合は、予め制御装置側にてＧスケーラの出力信号は無効となるように調整して下さい。 

 

３・設定の変更について 

  一度設定を完了した後に下記設定を変更した場合、位置リミット及び位置データ（ＢＣＤ・アナログ）の出力が変化しますので 

装置の安全を十分に確認してから行って下さい。 

また（１）～（４）のエンコーダに関する設定を変更した場合、「エンコーダ値」で下限・上限・中間位置等の設定を行う項目は 

再設定が必要な場合があります。 

 （１） コード設定 

 （２） ビット設定 

 （３） 入力論理設定 

 （４） リバース設定 

 （５） 下限設定 

 （６） 上限設定 

 （７） スケール（ＢＣＤのみ） 

 （８） ＢＣＤ出力論理設定（ＢＣＤのみ） 

 

４・設定値の書き換え可能回数について 

  設定値の書き換え可能な保障回数は１０００回です。 

  工場検査時に行う設定値の書き換え分が約１０回程度含まれます。（モニターモード／フラッシュメモリカウンターＰ３５－⑥参照） 

  １０００回を超えて、設定値の書き換えが出来なくなった場合はＧスケーラの寿命であり保障の範囲外とさせて頂きます。 

 

５・設定値の有効化 

  設定値を書き換えた後、他のモードに移行させたときに書込を行った設定値が有効になります。 

  設定値書込後SETモードから移行せずに電源を落とした場合は、書込前の設定値に戻りますのでご注意下さい。 
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ＳＥＴモード  

ＳＥＴモード（設定モード）は接続したエンコーダのデータを基に【上限出力】【下限出力】【スケーリング】等の 

Ｇスケーラ各機能を実行させるために必要な定数の設定を行うモードで、必ず設定を行ってから運用を開始してください。 

注１：該当する項目の設定値が表示されている時は、表示が点滅します。 

注２：本文中の「現在設定されている※※が表示されます。」の挿絵の部分はデフォルトの設定値です。 

 

 キー操作の詳細は【基本キー操作】を参照して下さい。 

 

 

              モードが表示 

              されている状態で      キーを１回押すと 

 

 

 

 

              設定モードのコード設定が表示されます。 

 

 

 設定モードの項目を変更するときは           キーを押すと設定モードの項目を変更できます。 

 

 

＜エンコーダに関する設定＞ 

Ｇスケーラに入力するエンコーダの仕様をこの①～④項で設定します。 

お手持ちのエンコーダの仕様に合わせて設定して下さい。 

 

① コード設定（タイプ共通） 

     Ｇスケーラに入力するエンコーダのコードを指定します。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             コードが表示されます。 

                                       

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。     設定できるコードは 

                                            グレイバイナリー 

                                            ピュアバイナリー 

                                            ＢＣＤ の３種類です。 

 

  変更した設定値を       キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は         ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  エンコーダのコード設定を間違えると正常にカウント出来ません。 

  インクリメントタイプのエンコーダには対応していません。 
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ＳＥＴモード  

② ビット設定（タイプ共通） 

     Ｇスケーラに入力するエンコーダのビット数を指定します。 

  ＢＣＤコードを選択した場合はスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを                現在設定されている 

              状態で           １回押すと              ビット数が表示されます。 

                                       

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。    設定できるビット数は 

                                             ８Ｂｉｔエンコーダ 

                                            １０Ｂｉｔエンコーダ 

                                            １２Ｂｉｔエンコーダ 

                                            １４Ｂｉｔエンコーダ 

                                            １６Ｂｉｔエンコーダ の５種類です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  エンコーダのビット数による最大計測量は 

       ８Ｂｉｔ：０～  ２５５＝２５６カウント 

      １０Ｂｉｔ：０～ １０２３＝１０２４カウント 

      １２Ｂｉｔ：０～ ４０９５＝４０９６カウント 

      １４Ｂｉｔ：０～１６３８３＝１６３８４カウント 

      １６Ｂｉｔ：０～６５５３５＝６５５３６カウント 

ＢＣＤ（１２Ｂｉｔ）：０～ ４０９５＝４０９６カウント 

  となりますので、使用目的より少し余裕を見たエンコーダを選択してください。 

  またビット数の設定を間違えるとゼロ跨ぎ処理が正常に行われなくなりますので注意してください。 

 

 

 

③ 入力論理設定（タイプ共通） 

     Ｇスケーラに入力するエンコーダの論理を指定します。 

  ＰＵＲＥを選択した場合はスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             論理が表示されます。 

 

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。     設定できる論理は 

                                             正論理 

                                             負論理 の２種類です。 

  

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  エンコーダの出力論理が違うと正常にカウント出来ません。 

  ピュアバイナリーの場合は論理の違いでカウント方向が変わりますので 

  リバースの方で設定して下さい。 
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ＳＥＴモード 

④ リバース設定（タイプ共通） 

     エンコーダのカウントアップ方向を切換えます。 

     Ｇスケーラは上限方向に向かいカウントアップで正常に動作します。 

     装置を上限方向に動かし、カウントダウンした場合はリバースをＯＮにしてください。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             リバース機能が表示されます。 

 

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。    設定できる値は 

                                             リバース有効 

                                             リバース無効 の２種類です。 

  

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  Ｇスケーラはカウントアップ方向に上限を設定します。 

  機器を上限方向に動かしたときに必ずカウントアップするようにしてください。 
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ＳＥＴモード 

＜上下限に関する設定＞ 

Ｇスケーラに入力するエンコーダのデータを基に下限、上限等を⑤～⑩項で設定します。 

設定するデータは【エンコーダ値 Ｐ４－※９】と【エンコーダ・カウント数 Ｐ４－※１０】が有るので注意してください 

 

⑤ 下限設定（タイプ共通） 

     【下限信号】やスケール表示の【０】となる基準値です。 

           装置の下限となるエンコーダ値を入力します。 

           入力できる値は使用するエンコーダにより変わります。 

 

              が表示されている      キーを                現在設定されている 

              状態で           １回押すと              下限値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限設定値から上限設定値までのカウント数が設定されたエンコーダのビット数による最大計測量を超えた場合や、 

下限設定値と上限設定値が同じ値を設定した場合はエラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 

 

 

 

⑥ 上限設定（タイプ共通） 

     【上限信号】や【スケールの上限】となる基準値です。 

     装置の上限となるエンコーダ値を入力します。 

     入力できる値は使用するエンコーダにより変わります。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             上限値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限設定値から上限設定値までのカウント数が設定されたエンコーダのビット数による最大計測量を超えた場合や、 

下限設定値と上限設定値が同じ値を設定した場合はエラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 
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ＳＥＴモード 

⑦ 下限デッドバンド設定（タイプ共通） 

     下限に到達する手前で【下限信号】を出力する範囲をエンコーダカウント数で指定できます。 

     【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に３桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～２５５ です。 

  ０を設定すると機能を無効にできます。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限デッドバンドの値と上限デッドバンドの値を合計した値が、下限～上限間のカウント数を超えた場合や、 

下限デッドバンドの値と上限デッドバンドの合計した値が設定されたエンコーダのビット数による最大計測量を超えた場合は 

エラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 

 

 

 

⑧ 上限デッドバンド設定（タイプ共通） 

上限に到達する手前で【上限信号】を出力する範囲をエンコーダカウント数で指定できます。 

     【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に３桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～２５５ です。 

  ０を設定すると機能を無効にできます。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限デッドバンドの値と上限デッドバンドの値を合計した値が、下限～上限間のカウント数を超えた場合や、 

下限デッドバンドの値と上限デッドバンドの合計した値が設定されたエンコーダのビット数による最大計測量を超えた場合は 

エラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 
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ＳＥＴモード 

⑨ 下限ホールド設定（タイプ共通） 

無効にすると下限を超えた場合でも、【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】を追従させることができます。 

     有効にすると下限を超えた場合でも、【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】は下限値をホールドします。 

     位置リミット出力とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

                                       

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。      設定できる値は 

                                              下限ホールド有効 

                                              下限ホールド無効 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  無効にした場合は下限値以下になった場合でもスケーリングを行い－表示を行います。 

  Ａｏ出力は下限以下になった場合、０ｍＡ以下は出力できません。 

  

 

 

⑩ 上限ホールド設定（タイプ共通） 

無効にすると上限を超えた場合でも、【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】を追従させることができます。 

     有効にすると上限を超えた場合でも、【スケール表示】【ＢＣＤ出力】【Ａｏ出力】は上限値をホールドします。 

     位置リミット出力とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

                                       

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。      設定できる値は 

                                              上限ホールド有効 

                                              上限ホールド無効 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  無効にした場合は上限値以上になった場合でもスケーリングを行います。 

  Ａｏ出力は上限以上になった場合、約２０．５ｍＡ以上は出力しません。 
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＜スケーリング・表示に関する設定＞ 

Ｇスケーラに設定された下限、上限を基にスケーリングを行います。⑪項で設定します。 

Ｇスケーラの表示に少数点の表示やゼロ・サプレスを行うことができます。⑫・⑬項で設定します。 

 

⑪ スケール設定（タイプ共通） 

     下限～上限間をこの設定で何分割表示させるかを決めます。 

     【スケール表示】【ＢＣＤ出力】に反映されます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             スケール値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に４桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は １～９９９９ です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  

⑫ デシマルポイント設定（タイプ共通） 

Ｇスケーラの表示に小数点を表示させます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             設定が表示されます。 

 

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。    設定できる値は 

                                          ０ ０ ０ ０：小数点無し 

                                          ０ ０ ０．０：小数点１桁 

                                          ０ ０．０ ０：小数点２桁 

                                          ０．０ ０ ０：小数点３桁 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  

  

⑬ ゼロ・サプレス設定（タイプ共通） 

     設定したデシマルポイントに対応したゼロ・サプレスが機能します。 

     【ＢＣＤ出力】には反映されません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             設定が表示されます。 

 

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。    設定できる値は 

                                           有効→ 

                                           無効→ 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 
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ＳＥＴモード 

＜位置データ出力に関する設定＞ 

ＢＣＤ出力をお手持ちの機器に入力する場合、入力機器の読込み論理に合わせて⑭項で設定して下さい。 

お手持ちのＧスケーラがアナログ出力付きの場合は、ゼロ・スパンの調整を⑮・⑯項で調整できます。 

 

⑭ ＢＣＤ出力論理設定（タイプ１・２） 

     ＢＣＤ出力論理をＰＯＳＩ（正論理）・ＮＥＧＡ（負論理）の何れかを設定します。 

     タイプ３の場合はスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             設定が表示されます。 

 

  設定値の変更は           キーを押して切換えます。    設定できる値は 

                                           正論理 

                                           負論理 

 

  変更した設定値を      キーを                  ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと              書き込まれます。 

 

  

 

⑮ アナログ出力ゼロ（タイプ共通） 

     アナログ出力ゼロ（４ｍＡ）を調整できます。設定の前に「トリマーによるゼロ・スパンの調整Ｐ５７」をお読み下さい。 

     通常は【８００】ですが値を変えることにより調整できます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に４桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～４０９５ です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  

 

⑯ アナログ出力スパン（タイプ共通） 

     アナログ出力スパン（２０ｍＡ）を調整できます。設定の前に「トリマーによるゼロ・スパンの調整Ｐ５７」をお読み下さい。 

     通常は【４０００】ですが値を変えることにより調整できます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に４桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～４０９５ です。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 
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＜中間位置リミットに関する設定１＞ 

選択されたエンコーダのビット数の最大計測量の範囲内で任意の位置に中間位置リミットを出力でき、 

上下限の設定など他の設定に影響を受けません。 

ＰＳ＊ｎとＰＳ＊Ｆでセットです。 

 

⑰ 中間位置リミット１～３設定（タイプ共通） 

 

（１）中間位置リミットＯＮ設定 

   下限方向から上限方向に動いたときの【ＯＮ】する点をエンコーダ値で設定します。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と０から設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。  

        に設定すると無効になります。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

 

（２）中間位置リミットＯＦＦ設定 

   下限方向から上限方向に動いたときの【ＯＦＦ】する点をエンコーダ値で設定します。 

          が       に設定されているとスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と０～設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。  

        に設定すると無効になります。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

  同じ要領で中間位置リミット２と３を設定します。 

 

  ポイント 

  上限方向から下限方向へ動いたときはＰＳ＊ＦでＯＮ、ＰＳ＊ｎでＯＦＦと逆になるので注意して下さい。 

  中間位置リミットを設定した幅が設定されたエンコーダのビット数による最大値を超えた場合や、 

  ＰＳ＊ｎとＰＳ＊Ｆに同じ値を設定するとエラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 

  １度中間位置を設定後、中間位置を無効にする場合はＰＳ＊ｎの設定値を       にするだけで無効となります。 

  

 

 

 



 

 

46

ＳＥＴモード 

＜中間位置リミットに関する設定２＞ 

選択されたエンコーダのビット数の最大計測量の範囲内で任意の位置に中間位置リミットを出力でき、 

上下限の設定など他の設定に影響を受けません。 

ＰＳ＊ｎとＰＳ＊Ｆでセットです。 

 

⑱ 中間位置リミット４～１３設定（タイプ３） 

中間位置リミットの４～１３はタイプ１・２ではスキップされます。 

 

（１）中間位置リミットＯＮ設定 

   下限方向から上限方向に動いたときの【ＯＮ】する点をエンコーダ値で設定します。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と０から設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。  

        に設定すると無効になります。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

 

（２）中間位置リミットＯＦＦ設定 

   下限方向から上限方向に動いたときの【ＯＦＦ】する点をエンコーダ値で設定します。 

          が       に設定されているとスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と０～設定されたエンコーダのビット数による最大値 です。  

        に設定すると無効になります。 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

  同じ要領で中間位置リミット５～１３を設定します。 

 

  ポイント 

  上限方向から下限方向へ動いたときはＰＳ＊ＦでＯＮ、ＰＳ＊ｎでＯＦＦと逆になるので注意して下さい。 

  中間位置リミットを設定した幅が設定されたエンコーダのビット数による最大値を超え場合や、 

  ＰＳ＊ｎとＰＳ＊Ｆに同じ値を設定するとエラーとなり「ＡＬＡＲＭ」が点灯します。 

  設定中に「ＡＬＡＲＭ」が点灯した場合「アラームモード」で該当する設定項目を確認することが出来ます。 

  １度中間位置を設定後、中間位置を無効にする場合はＰＳ＊ｎの設定値を       にするだけで無効となります。 

  

 

 



 

 

47
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＜エラーに関する設定＞ 

一定時間内にエンコーダのカウントが設定カウント数より変化した場合エラーとします。⑲項で設定して下さい。 

エンコーダが【下限】【上限】をオーバーするとエラーとします。⑳・・項で設定して下さい。 

 

⑲ エンコーダエラー（タイプ共通） 

エンコーダエラーは一定時間内にエンコーダのカウントが急激な変化（ビットの欠落等）を監視し 故障信号 を出力させます。 

エンコーダエラー／カウントとエンコーダエラー／タイマーを設定することにより機能します。 

 

（１）エンコーダエラー／カウント設定 

エンコーダのカウントが何カウント飛んだらエラーとするかカウント数を設定します。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と１～６５５３５ です。        に設定すると無効になります。 

 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

 

（２）エンコーダエラー／タイマー設定 

   エンコーダエラーを検出するためサンプリング時間を設定します。 

   設定値は １＝１ｍｓｅｃ です。 

 

          が       に設定されているとスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に４桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は １～９９９９ です。  

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

 

  以上のような設定した場合 １０ｍｓｅｃの間に２５５カウント以上の変化 が有ると 故障信号 を出力します。 

 

  ポイント 

  実際の装置の運転状況を考慮の上、設定して下さい。 

  １度エンコーダエラーを設定後、無効にする場合は        を        にするだけで無効となります。 
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ＳＥＴモード 

⑳ 下限オーバー設定（タイプ共通） 

     下限をオーバーランした時の許容範囲をエンコーダカウント数で設定します。 

設定カウント以上のオーバーランが発生すると 故障信号 を出力します。 下限信号 とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に３桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と１～２５５ です。        を設定すると機能を無効にできます。 

 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限、上限オーバーの設定値と下限～上限間のカウント数の合計が設定されたエンコーダのビット数による 

  最大計測量を超えないようにして下さい。 

 

 

 

   ○21 上限オーバー設定（タイプ共通） 

上限をオーバーランした時の許容範囲をエンコーダカウント数で設定します。 

設定カウント以上のオーバーランが発生すると 故障信号 を出力します。 上限信号 とは連動しません。 

 

              が表示されている      キーを               現在設定されている 

              状態で           １回押すと             値が表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に３桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は        と１～２５５ です。         を設定すると機能を無効にできます。 

 

 

  変更した設定値を      キーを                 ＳＥＴのＬＥＤが点滅して 

  書き込む時は        ３秒以上押すと             書き込まれます。 

 

  ポイント 

  下限、上限オーバーの設定値と下限～上限間のカウント数の合計が設定されたエンコーダのビット数による 

  最大計測量を超えないようにして下さい。 
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ＴＥＳＴモード 

＜実際にテストを行う前に＞ 

実際にテストを行う前に以下の項目をご確認の上、テストを行ってください。 

１・テストモードにより、位置リミット及び位置データが変化しても装置が安全であることを確認してください。 

２・テストモードの項目を選択すると該当する項目の全ての出力が１度ＯＦＦします。 

  このときに装置が安全であることを確認してください。 

３・テストモードの項目を変更またはテストモードを抜けると、現状の状態に復帰します。 

  状態が復帰しても装置が安全であることを確認してください。 

 

ＴＥＳＴモード（テストモード）は接続されているエンコーダの入力と関係なく 上限信号 下限信号 中間位置リミット を任意に 

出力できます。 

ＢＣＤ信号 や アナログ信号 の位置データも任意の値で出力できます。 

エンコーダの入力に影響されないので、装置や制御機器との取り合いなどのテストに使用できます。 

装置稼動中の誤操作を防止するためテストモード中は故障信号がＯＮされ、テストモードから抜けるとＯＦＦします。 

また設定ミスおよび故障発生中による「ＡＬＡＲＭ」のＬＥＤが点灯している状態ではテストモードはスキップされます。 

 

 キー操作の詳細は【基本キー操作】を参照して下さい。 
 

 

              テストモード 

              が表示されている状態で      キーを１回押すと故障信号が出力し 

 

 

 

              テストモードのアウトプット１が表示されます。 

 

 

 テストモードの項目を変更するときは           キーを押すとモニターモードの項目を変更できます。 

 

 

  ① アウトプット１（タイプ共通） 

    位置リミットの出力を任意にＯＮ・ＯＦＦ出来ます。 

    タイプ１は位置リミットの出力はありませんが操作・表示機能は備わっています。  

 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

  位置リミットの切換えは      キーで切換えて                  中間３：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間２：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間１：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

  信号のＯＮ・ＯＦＦは           キーで切換えます。            上限 ：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            下限 ：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

 

              の様に設定し      キーを３秒以上押すと設定通りの位置リミットがＯＮされます。 

 

            中間３：ＯＦＦ 

            中間２：ＯＦＦ 

            中間１：ＯＮ 

             上限：ＯＦＦ 

             下限：ＯＮ 
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ＴＥＳＴモード 

  ② アウトプット２（タイプ３） 

    位置リミットの出力を任意にＯＮ・ＯＦＦ出来ます。 

    タイプ１・２はスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと              と表示されます。 

 

  位置リミットの切換えは      キーで切換えて                  中間８：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間７：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間６：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

  信号のＯＮ・ＯＦＦは           キーで切換えます。            中間５：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間４：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

 

              の様に設定し      キーを３秒以上押すと設定通りの位置リミットがＯＮされます。 

 

            中間８：ＯＦＦ 

            中間７：ＯＦＦ 

            中間６：ＯＮ 

            中間５：ＯＦＦ 

            中間４：ＯＮ 

 

 

 

  ③ アウトプット３（タイプ３） 

    位置リミットの出力を任意にＯＮ・ＯＦＦ出来ます。 

    タイプ１・２はスキップされます。 

 

              が表示されている      キーを 

              状態で           １回押すと              と表示されます。 

 

  位置リミットの切換えは      キーで切換えて                  中間13：１桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間12：２桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間11：３桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

  信号のＯＮ・ＯＦＦは           キーで切換えます。            中間10：４桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

                                            中間９：５桁目が１でＯＮ・０でＯＦＦ 

 

              の様に設定し      キーを３秒以上押すと設定通りの位置リミットがＯＮされます。 

 

            中間13：ＯＦＦ 

            中間12：ＯＦＦ 

            中間11：ＯＮ 

            中間10：ＯＦＦ 

            中間９：ＯＮ 
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ＴＥＳＴモード 

  ④ ＢＣＤ出力（タイプ１・２） 

    任意のＢＣＤデータを出力できます。 

 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に５桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は －９９９９～９９９９ です。 

   

  マイナス符号の表示は桁を５桁目に移動して           キーを押すと符号を切換えることができます。 

 

  値を変更したら      キーを３秒以上押すと任意のＢＣＤデータが出力されます。 

 

 

 

 

  ⑤ アナログ出力（タイプ共通） 

    任意のアナログデータを出力できます。 

 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

設定値の変更は           キーを押して値の増減、     キー押す毎に４桁目から右へ桁が１桁ずつシフトします。 

 

  設定できる値は ０～４０９５ です。 

 

  値を変更したら      キーを３秒以上押すと任意のアナログデータが出力されます。 

 

  ポイント 

  アナログ出力の入力データが  ８００で４ｍＡ 

                １６００で８ｍＡ 

                ２４００で１２ｍＡ 

                ３２００で１６ｍＡ 

                ４０００で２０ｍＡ  を出力します。 
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ＡＬＡＲＭモード 

ＡＬＡＲＭモード（アラームモード）は設定エラーが発生した場合やエンコーダエラー、上下限オーバーを有効にし、実際にエラーや 

リミットオーバーが発生したときにエラーの発生内容を確認することが出来ます。 

エラーが発生していない状態ではスキップされます。 

 

 キー操作の詳細は【基本キー操作】を参照して下さい。 
 

 

              アラームモード 

              が表示されている状態で      キーを１回押すと 

 

 

現在発生しているエラーの種類が表示されます。 

  複数のエラーが発生している場合は 

 

            キーを押すと発生しているエラーの種類を変更できます。 

 

 

  ① 設定エラー 

    Ｇスケーラの設定にエラーが発生した場合、どの設定にエラーが在るのかがわかります。 

    設定エラーは設定が正しい状態に戻ると自動的にエラーが解除されます。外部への故障信号は出力されません。 

 

 ケース１ 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

            キーを押すと              が表示されます。 

 

  この２種類                  のエラーが表示された場合は 

 

上限と下限の設定値に同じ値が設定されています。 

 

対処方法：上限値と下限値の設定が同じためエラーが発生しています。 

       装置が上限時のエンコーダ値、装置が下限時のエンコーダ値をモニターモードで確認して下さい。 

モニターモードで確認した値が上下限の設定値通りか確認して下さい。 

       装置に使用しているエンコーダの最大計測量が足りていない可能性があります。 

       モニターモードで装置が上限から下限へ移動した時のエンコーダ値が同じになった場合は、使用しているエンコーダを 

       今の最大計測量より大きなエンコーダに変える必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

53

ＡＬＡＲＭモード 

  ① 設定エラー 

 

 ケース２ 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

            キーを押して表示切換えると 

 

  と４種類が表示されます。 

 

  この４種類                                     のエラーが表示された場合は 

 

１．上限～下限間のカウント数（スパン）より上限デッドバンドと下限デットバンドの合計が上回る設定がされています。 

２．上限デッドバンドと下限デッドバンドの合計が設定されたエンコーダの最大計測量以上の設定がされています。 

  

対処方法：上下限のデッドバンドはそれぞれ最大２５５カウントです。 

モニターモードでエンコーダの値を確認して装置に適したデットバンドを確認して設定して下さい。 

       装置が上限時のエンコーダ値もしくは装置が下限時のエンコーダ値の値をもう一度モニターモードで確認して設定して下さい。 

       ８ビットエンコーダの最大計測量は２５６です。 

したがって下限もしくは上限デッドバンドに２５５が設定された時点でエラーとなります。 

 

 

 

                                         スパン＞（下限Ｄ・Ｂ）＋（上限Ｄ・Ｂ）：ＯＫ 

 

 

 

 

 

 

                                         スパン＝（下限Ｄ・Ｂ）＋（上限Ｄ・Ｂ）：ＮＧ 

 

 

 

 

 

  

                                         スパン＜（下限Ｄ・Ｂ）＋（上限Ｄ・Ｂ）：ＮＧ 

                                       最大計測量≦（下限Ｄ・Ｂ）＋（上限Ｄ・Ｂ）：ＮＧ 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

ＯＫ 
下限Ｄ・Ｂ                上限Ｄ・Ｂ 

500      20 ｶｳﾝﾄ                                   20 ｶｳﾝﾄ     1000 

下限        下限～上限５００カウント         上限 

ＮＧ 
下限Ｄ・Ｂ上限Ｄ・Ｂ 

下限        下限～上限５００カウント         上限 

500          250 ｶｳﾝﾄ                         250 ｶｳﾝﾄ         1000 

ＮＧ 
上限Ｄ・Ｂ                下限Ｄ・Ｂ 

500                  255 ｶｳﾝﾄ       255 ｶｳﾝﾄ                  1000 

下限     下限～上限５００カウントｏｒ最大計測量     上限 
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ＡＬＡＲＭモード 

  ① 設定エラー 

 

 ケース３ 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

            キーを押して表示切換えると 

 

  と４種類が表示されます。 

 

  この４種類                                     のエラーが表示された場合は 

 

上限～下限間のカウント数（スパン）と上限オーバーの値と下限オーバーの値の合計が設定されたエンコーダの 

最大計測量以上の設定がされています。 

  

対処方法：上下限オーバーの設定値を小さくして下さい。 

     上下限オーバーの設定値を小さく出来ない、もしくは大きく取りたい場合は最大計測量の大きなエンコーダに変更する 

     必要があります。 

       装置が上限時のエンコーダ値もしくは装置が下限時のエンコーダ値の値をもう一度モニターモードで確認して設定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  最大計測量＞（スパン）＋（下限OVER）＋（上限OVER）：ＯＫ    最大計測量≦（スパン）＋（下限Ｄ・Ｂ）＋（上限Ｄ・Ｂ）：ＮＧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ビットエンコーダ 

最大計測量 

４０９６ 

４０９５  ０ 

下限 
上限 

上限オーバー 

 

 

 

 

５００カウント 

下限オーバー 

 

 

 

５００カウント 

下限～上限間 

１０００カウント 

ＯＫ 

１２ビットエンコーダ 

最大計測量 

４０９６ 

４０９５   ０ 

下限 
上限 

上限オーバー 

 

 

１５４８カウント 

下限オーバー 

 

 

 

１５４８カウント 

下限～上限間 

１０００カウント 

ＮＧ 
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ＡＬＡＲＭモード 

  ① 設定エラー 

 

 ケース４ 

              が表示されている      キーを                      

              状態で           １回押すと             と表示されます。 

 

            キーを押して表示切換えると              と該当する全ての中間位置が表示されます。 

 

  この                 のエラーが表示された場合は 

 

中間位置  の「ＯＮ」       と「ＯＦＦ」       の設定値に同じ値が設定されています。 

 

中間位置  の「ＯＮ」       から「ＯＦＦ」       の範囲（スパン）が、設定されたエンコーダの 

最大計測量以上の設定がされています。 

  

対処方法：中間位置の「ＯＮ」と「ＯＦＦ」には同じ値を設定しないで下さい。 

中間位置リミットを無効にする場合は        に        を設定して下さい。 

自動的に        の設定が無効になります。 

     装置に使用しているエンコーダ最大計測量を確認して下さい。 
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ＡＬＡＲＭモード 

  ② エンコーダエラー 

    エンコーダエラーの設定を有効にしてエラーが発生した場合、エラーとなったエンコーダのカウント数がわかります。 

    また故障信号が出力されます。 

 

              が表示されている      キーを               のように 

              状態で           １回押すと             エラーカウント数が表示されます。 

 

  このカウント数はエンコーダエラー／タイマーで設定したサンプリング時間内にエンコーダエラー／カウントで設定したカウント数 

  以上にエンコーダのカウントが飛んでいるということを意味します。 

  

  エラーカウントが表示されている状態で      キーを３秒以上押すとリセットされ故障出力も「ＯＦＦ」します 

  

  ほかのエラーが発生していなければ「ＲＵＮモード」へ移ります。 

 

対処方法：装置の動作速度に見合ったサンプリング時間とカウント数を設定して下さい。 

     装置動作中に「モニターモード」で「エンコーダ値」を監視して見て下さい。 

     監視中にエンコーダのカウントが飛んでいないか確認出来ます。 

     エンコーダのカウントが早すぎて目で追えない場合は一度装置からエンコーダを外して、エンコーダを動かしてください。 

     エンコーダのカウントに問題がなければ設定を修正する必要があります。 

     このときエンコーダのカウントが突然飛んだり、一定方向に動かしているのにカウントが逆転した場合は以下の要因が 

考えられます。 

１．エンコーダに問題が発生しています。 

  ご使用しているエンコーダメーカーへお問合せ下さい。 

２．エンコーダ～Ｇスケーラ間の接続に問題が発生しています。 

  接続ケーブルはテスターで確認出来ますので、断線・結線間違いがないか確認して下さい。 

３．Ｇスケーラに問題が発生しています。 

  Ｇスケーラの補修は「保証期間中に弊社の責任により故障を生じた場合」を除き例外なく工場での修理となります。 

         ご購入いただいた代理店または最寄の弊社営業まで（巻末を参照下さい）ご連絡下さい。 

 

 

  ③ リミットオーバー 

    上限オーバー・下限オーバーの設定を有効にしてエラーが発生した場合、エラーとなったオーバーランの方向がわかります。 

    また故障信号が出力されます。 

 

              が表示されている      キーを 

              状態で           １回押すと 

                                       ｏｒ      が表示されます。 

 

 

 

          が表示された場合は上限オーバーの設定カウント数よりオーバーランしています。 

  

          が表示された場合は下限オーバーの設定カウント数よりオーバーランしています。 

 

対処方法：装置停止時の惰走が大きいと思われます。 

     装置停止後にモニターモードでエンコーダの値を確認して下さい。 

     上下限の設定値より超えた分のカウント数をデッドバンドに設定して下さい。 

     リミットオーバーの設定は上限側、下限側それぞれ２５５カウントです。 

     ＢＣＤ出力のマイナス符号を使用して制御する場合はオーバーランを２５５カウント以内とするか、 

リミットオーバーの機能を無効にし、変わりに中間位置リミットを使用することも出来ます。 
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トリマーによるゼロ・スパンの調整 

アナログ出力のゼロ・スパンの調整は設定モードでも可能ですが、微細な調整が必要な場合はトリマーで調整することが可能です。 

Ｇスケーラ内部の温度が安定するまでアナログ出力が安定しない場合があります。 

ゼロ・スパンの調整はＧスケーラ起動後約３０分以上経過してから調整することを推奨します。 

 

  ① ゼロ調整 

    装置が下限位置であることを確認します。 

    ＺＥＲＯ（ゼロ）のトリマーを右へ回すと減少、左へ回すと増加します。 

    ご使用になる精度となるように調整して下さい。 

 

  ② スパン調整 

    装置が上限位置であることを確認します。 

    ＳＰＡＮ（スパン）のトリマーを右へ回すと増加、左へ回すと減少します。 

    ご使用になる精度となるように調整して下さい。 

 

  ③ 微調整 

   （１）装置を下限位置へ移動させます。 

      ゼロがずれていないか確認します。ずれていた場合は再度調整します。 

   （２）装置を上限位置へ移動させます。 

      スパンがずれていないか確認します。ずれていた場合は再度調整します。 

    

    ご使用になる精度となるまで（１）・（２）を繰り返して調整して下さい。 
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故障と思われる場合には 

  装置運用中、Ｇスケーラの故障と思われる場合は、まずＧスケーラの供給電源を停止（出力信号のＯＦＦ）させても 

装置が安全であるかを確認してからＧスケーラの供給電源を停止させて下さい。 

  次の項目をチェックする際はモニターモードやテストモードを利用になると便利ですが、テストモードを利用する場合 

装置の安全を十分に確認してから行って下さい。 

   

故障の状況 確認事項 

１ 

「電源が入らない」 

「起動しない」 

「すぐヒューズが切れる」 

□ 電源ケーブルの接続・配線は正しいですか？－－－－－－→（Ｐ２３・２５・３０を参照） 

□ ヒューズは切れていませんか？－－－－－－－－－－－－→（Ｐ８・２３を参照） 

□ 電源容量をオーバーしていませんか？－－－－－－－－－→（Ｐ６を参照） 

□ 配線など何処か短絡している所は有りませんか？－－－－→（Ｐ２３・２５を参照） 

□ リレーボードにゴミ等が付着していませんか？－－－－－→（Ｐ１３・２７・２８を参照） 

２ 

「設定するとＡＬＡＲＭが点灯する」 

「設定が出来ない」 

「電源再投入時、設定が変わっていな

い」 

□ 設定ミスをしていませんか？－－－－－－－－－－－－－→（Ｐ５２～５５を参照） 

□ エンコーダの設定により入力範囲の制限が発生します。－→（Ｐ３８を参照） 

  設定範囲外の値を入力しようとしていませんか？ 

□ 書換え保証回数を超えていませんか？－－－－－－－－－→（Ｐ３５を参照） 

３ 

「装置を動かしてもエンコーダ値が 

変化しない」 

「装置を動かすとエンコーダの 

表示がめちゃくちゃ」 

「装置を動かすと突然エンコーダ値の 

増加方向が逆転する」 

□ エンコーダとの接続・配線は正しいですか？－－－－－－→（Ｐ２３を参照） 

□ ご使用になっているエンコーダの仕様と 

Ｇスケーラの設定が正しいですか？－－－－－－－－－－→（Ｐ３７～３９を参照） 

□ エンコーダは問題ないですか？－－－－－－－－－－－－→（Ｐ６・２３・３４を参照） 

□ エンコーダへの供給電圧は正しいですか？－－－－－－－→（Ｐ２３を参照） 

□ 装置とエンコーダが機械的につながっていますか？ 

４ 

「スケール表示がされない」 

「装置を動かしてもスケール表示が 

変化しない」 

「装置を動かすとスケール表示の 

変化がおかしい」 

□ 「ＲＵＮモード」になっていますか？－－－－－－－－－→（Ｐ３０・３１を参照） 

□ １項・３項に問題はありませんか？ 

□ 「上下限に関する設定」「スケール」の設定は －－－－－→（Ｐ４０～４３を参照） 

適切ですか？ 

□ 設定した条件内に装置がありますか？－－－－－－－－－→（Ｐ５３～５５を参照） 

５ 

「ＢＣＤ信号が出力されない」 

「装置を動かしてもＢＣＤ信号が 

変化しない」 

「装置を動かすとＢＣＤ信号の 

変化がおかしい」 

□ 機器（表示器等）に電源を供給していますか？－－－－－→（Ｐ６・２４を参照） 

□ 機器との接続・配線に問題はないですか？－－－－－－－→（Ｐ２４・５１を参照） 

□ ３項に問題はありませんか？ 

□ 「上下限に関する設定」「スケール」「出力論理」の－－－→（Ｐ４０～４４を参照） 

設定は適切ですか？ 

□ 「ＢＵＳＹ」信号は使用していますか？処理は－－－－－→（Ｐ６・２４を参照） 

適切ですか？ 

□ 負荷は適切ですか？－－－－－－－－－－－－－－－－－→（Ｐ６・２４を参照） 

□ 設定した条件内に装置がありますか？－－－－－－－－－→（Ｐ５３～５５を参照） 

６ 

「設定しても位置リミット信号が 

出力されない」 

「装置を動かしても位置リミット信号 

が変化しない」 

「装置を動かすと位置リミットの 

変化がおかしい」 

□ 機器との接続・配線に問題はないですか？－－－－－－－→（Ｐ２４～２８ 

Ｐ４９、５０を参照） 

□ ３項に問題はありませんか？ 

□ 「上下限に関する設定」「中間位置設定」の設定は －－－→（Ｐ４０～４２・ 

適切ですか？                      Ｐ４５、４６を参照） 

□ 負荷は適切ですか？－－－－－－－－－－－－－－－－－→（Ｐ２４～２８を参照） 

□ 設定した条件内に装置がありますか？－－－－－－－－－→（Ｐ５３～５５を参照） 

７ 

「アナログ信号が出力されない」 

「装置を動かしてもアナログ信号が 

変化しない」 

「装置を動かすとアナログ信号の 

変化がおかしい」 

□ 機器との接続・配線に問題はないですか？－－－－－－－→（Ｐ２５・５１・５７を参照） 

□ ３項に問題はありませんか？ 

□ 「アナログ出力に関する設定」の設定は適切ですか？－－→（Ｐ４４を参照） 

□ 負荷は適切ですか？－－－－－－－－－－－－－－－－－→（Ｐ２５を参照） 

□ 「ゼロ・スパン」の調整は適切ですか？－－－－－－－－→（Ｐ５７を参照） 

□ トリマーをどちらかに回しきっていませんか？－－－－－→（Ｐ５７を参照） 

□ 設定した条件内に装置がありますか？－－－－－－－－－→（Ｐ５３～５５を参照） 

８ 

「装置が急に動作した」 

 

□ ３～７項に問題はありませんか？ 

□ テストモードにしましたか？－－－－－－－－－－－－－→（Ｐ４９～５１を参照） 

 

※以上の項目を確認したが直らない、項目に該当しない等の場合はお手数ですが最寄の弊社営業所（巻末を参照下さい）まで 

ご連絡下さい。 
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保証・補修 

１．保証期間  

      製品の保証期間は当社納期後１年といたします。  

   

２．保証範囲  

保証期間中に弊社の責任により故障を生じた場合は、代替品提供またはその故障品の修理対応を 

製品の納入場所において弊社の責任で実施いたします。  

製品保証は、製品保証期間内に限ります。 

保証期間内であっても、下記事由により故障した場合は、保証範囲外と致します。   

        (1) 当社製品の仕様又は、選定条件を越えて使用した為の故障  

        (2) 火災，水害，台風，地震，その他天災を始め、故障の原因が当社製品以外の事由による故障  

        (3) 当社、又は、当社の指定するサービス業者以外のものが改造もしくは修理したことに起因する故障 

    (4) 取扱説明書等に指定する保守・整備などの取扱いをしなかったことに起因する故障   

      (5) 操作、又は、取扱い誤りに起因する故障 

      (6) 一般に品質、性能上に影響のないと認められる程度の官能的現象（音、振動など）    

  なお、この保証は弊社製品単体の保証を意味するもので、弊社製品の故障により誘発される 

損害は保証の対象から除かれるものといたします。 

 

３．責任の制限 

弊社製品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、弊社はいかなる責任も負いません。 

 

４．補修 

   Ｇスケーラの補修は「保証期間中に弊社の責任により故障を生じた場合」を除き例外なく工場修理とさせて頂きます。 

   故障の際は故障内容をご確認の上、最寄の弊社営業所（巻末を参照下さい）までご連絡下さい。 
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表示索引 

Ｇスケーラに表示されている文字から索引ができます。 

設定モードの索引はデフォルトの設定値と、実際に設定した値を記入できるスペースがあります。 

Ｇスケーラを設定する際、ＳＥＴモードの索引をコピーしてご使用になると便利です。 

 

 モニターモード 

表示 名称 機能 掲載ページ 

 

モニターモード Ｇスケーラの入出力状態をモニターします Ｐ３４ 

 

エンコーダモニター エンコーダ値をモニターします Ｐ３４－① 

 

位置リミットモニター１ 位置リミットの出力状態をモニターします。 Ｐ３４－② 

 

位置リミットモニター２ 
位置リミットの出力状態をモニターします。 

タイプ３のみでタイプ１・２はスキップされます 
Ｐ３５－③ 

 

位置リミットモニター３ 
位置リミットの出力状態をモニターします。 

タイプ３のみでタイプ１・２はスキップされます 
Ｐ３５－④ 

 

ＤＡモニター 
デジタル→アナログ変換のデジタルデータを 

モニターします 
Ｐ３５－⑤ 

 
フラッシュメモリ 

カウンター 
設定を書き換えた回数をモニターします。 Ｐ３５－⑥ 
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表示索引 

 設定モード 

表示 名称 デフォルト設定値 設定値 掲載ページ 

 

設定モード   Ｐ３７ 

 

コード ＧＲＡＹ  Ｐ３7－① 

 

ビット数 １２  Ｐ３８－② 

 

入力論理 ＰＯＳＩ  Ｐ３８－③ 

 

リバース ＯＦＦ  Ｐ３９－④ 

 

下限 ０００００  Ｐ４０－⑤ 

 

上限 ０３０００  Ｐ４０－⑥ 

 

下限デッドバンド ０００  Ｐ４１－⑦ 

 

上限デッドバンド ０００  Ｐ４１－⑧ 

 

下限ホールド ＯＦＦ  Ｐ４２－⑨ 

 

上限ホールド ＯＦＦ  Ｐ４２－⑩ 

 

スケール ３０００  Ｐ４３－⑪ 

 

デシマルポイント ＯＦＦ  Ｐ４３－⑫ 

 

ゼロ・サプレス ＯＦＦ  Ｐ４３－⑬ 

 

ＢＣＤ出力論理 ＰＯＳＩ  Ｐ４４－⑭ 

 

アナログ出力ゼロ ０８００  Ｐ４４－⑮ 

 

アナログ出力スパン ４０００  Ｐ４４－⑯ 

 

 

 

 

 

 



 

 

62

表示索引 

 設定モード 

表示 名称 デフォルト設定値 設定値 掲載ページ 

 
中間位置リミット１ 

ＯＮ 
ＯＦＦ  

Ｐ４５－⑰ 

（１） 

 
中間位置リミット１ 

ＯＦＦ 
スキップ  

Ｐ４５－⑰ 

（２） 

 
中間位置リミット２ 

ＯＮ 
ＯＦＦ  

Ｐ４５－⑰ 

（１） 

 
中間位置リミット２ 

ＯＦＦ 
スキップ  

Ｐ４５－⑰ 

（２） 

 
中間位置リミット３ 

ＯＮ 
ＯＦＦ  

Ｐ４５－⑰ 

（１） 

 
中間位置リミット３ 

ＯＦＦ 
スキップ  

Ｐ４５－⑰ 

（２） 

 
中間位置リミット４ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット４ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット５ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット５ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット６ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット６ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット７ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット７ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット８ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット８ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット９ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット９ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 
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表示索引 

 設定モード 

表示 名称 デフォルト設定値 設定値 掲載ページ 

 
中間位置リミット１０ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット１０ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット１１ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット１１ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット１２ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット１２ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
中間位置リミット１３ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（１） 

 
中間位置リミット１３ 

ＯＦＦ 

スキップ 

（タイプ１・２選択不可） 
 

Ｐ４６－⑱ 

（２） 

 
エンコーダエラー 

カウント 
ＯＦＦ  

Ｐ４７－⑲ 

（１） 

 
エンコーダエラー 

タイマー 
スキップ  

Ｐ４７－⑲ 

（２） 

 

下限オーバー ＯＦＦ  Ｐ４８－⑳ 

 

上限オーバー ＯＦＦ  Ｐ４８－・ 
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表示索引 

テストモード 

表示 名称 機能 掲載ページ 

 

テストモード Ｇスケーラの出力を任意に操作できます Ｐ４９ 

 

アウトプット１ 位置リミットの出力を任意にＯＮ／ＯＦＦできます Ｐ４９－① 

 

アウトプット２ 
位置リミットの出力を任意にＯＮ／ＯＦＦできます 

タイプ３のみでタイプ１・２はスキップされます 
Ｐ５０－② 

 

アウトプット３ 
位置リミットの出力を任意にＯＮ／ＯＦＦできます 

タイプ３のみでタイプ１・２はスキップされます 
Ｐ５０－③ 

 

ＢＣＤ出力 ＢＣＤ出力を任意の値で出力できます Ｐ５１－④ 

 

アナログ出力 アナログ信号を任意の値で出力できます Ｐ５１－⑤ 

 

 

アラームモード 

表示 名称 機能 掲載ページ 

 

アラームモード 
Ｇスケーラの設定やエンコーダ等で発生した 

エラー内容を表示します 
Ｐ５２ 

 

設定エラー 設定ミスの内容を表示します。 
Ｐ５２－① 
ケース１～４ 

 

エンコーダエラー エンコーダのエラーカウント数を表示します。 Ｐ５６－② 

 

リミットオーバー リミットをオーバーした方向を表示します Ｐ５６－③ 
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SUM-001-001-2 

 
□本社 〒252-0811 

    神奈川県藤沢市桐原町7番地 

    Tel 0466-45-2111（代表）Fax 0466-45-3370 

□横浜支店  〒220-0004 

       神奈川県横浜市西区北幸1-11-11 9階 

       Tel 045-326-2061（代表）Fax 045-320-5961 

 
□大阪支店  〒564-0053 

 （事業所） 大阪府吹田市江の木町26-30 

       Tel 06-6368-3200（代表）Fax 06-6368-3201 

 
□札幌営業所 〒003-0873 

  （事業所）北海道札幌市白石区米里3条2-8-1 

       Tel 011-871-3385 Fax 011-871-3387 

 

□仙台営業所 〒983-0013 

       宮城県仙台市宮城野区中野1-3-5 

       Tel 022-388-8651 Fax 022-258-8407 

 

□名古屋営業所 〒459-8001 

（事業所）愛知県名古屋市緑区大高町一番割6-1 

Tel 052-625-7780  Fax 052-625-7785 

 
□広島営業所 〒733-0003 

  （事業所）広島県広島市西区三篠町3-16-4 

       Tel 082-237-7377 Fax 082-237-7370 

 
□福岡営業所 〒810-0802 

  （事業所）福岡県福岡市博多区中洲中島町2-3 

（福岡フジランドビル4階） 

       Tel 092-263-8355 Fax 092-263-3350 

 

□福島サービス 〒979-0603 

センター    福島県双葉郡楢葉町大字井出字浄光西24 

       Tel 0240-25-4865 Fax 0240-25-4361 

 

□藤沢事業所 〒252-0815 

       神奈川県藤沢市石川1831 

       Tel 0466-45-2290 Fax 0466-43-6364 

 
□柏崎事業所 〒945-0106 

       新潟県柏崎市大字土合907 

       Tel 0257-23-7669 Fax 0257-22-9024 

 
□千葉事業所 〒289-1107 

       千葉県八街市八街は16-141 

       Tel 043-444-3810 Fax 043-444-3812 

□京浜事業所 〒220-0004 

       神奈川県横浜市西区北幸1-11-11 9階 

       Tel 045－326－2067（代表）Fax 045-320-5962 

 

□浜岡事業所 〒437-1604 

       静岡県御前崎市佐倉5561 

       中部電力㈱浜岡原子力発電所内 保修3棟 

       Tel 0537-86-9704 Fax 0537-86-9720 

 

□金沢事業所 〒920-0001 

       石川県金沢市千木町リ109番地 

       Tel 076-257-7205 Fax 076-257-7225 

 
□若狭事業所 〒625-0014 

       京都府舞鶴市鹿原196-1 

       Tel 0773-66-0571 Fax 0773-66-0129 

 


